
 

 

 

 

 

 

 

本県では、将来子供を授かることを望むご夫婦や、不妊に悩むご夫婦への支援に取り組んでいます。 
 
 

平成 27 年度から、不妊検査・一般不妊治療費の一部助成を開始し、特定不妊治療が保険適用となった令

和４年度には、県独自に、先進医療に要した費用への助成を開始しました。 

さらに、令和５年度から助成対象を拡充し、先進医療技術の併用に伴い全額自己負担となった方を対象

に、治療１回あたり 30 万円を上限とする新たな助成を開始しました。 

＜令和 5 年度実績＞ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

広島県不妊専門相談センターでは、電話・メール等による個別相談のほか、妊活セミナーや妊活交流会

なども無料で実施しており、専門の相談員（助産師）が対応しています。 

 

 

 不妊検査・一般不妊治療 特定不妊治療（先進医療） 特定不妊治療（全額自己負担） 合計

 770 件 1,705 件 315 件 2,790 件

資料提供 
令和６年５月 28 日 

課　名：子供未来応援課 
担当者：南 
電　話：082-513-3171

～不妊に悩む方を支援～ 

不妊検査・治療への助成件数は、令和５年度2,790件

不妊検査・治療費の助成

相談・交流への支援

特定不妊治療支援に係る令和５年度の拡充ポイント

広島県不妊専門相談センターによる支援のポイント

※１　特定不妊治療とは、体外受精、顕微授精、男性不妊治療。 
※２　基本的な治療も含めて全額自費診療になった治療に要した費用の 7 割と、１回あたりの上限額を比較して少ない額。 
　　　ただし、採卵のみで治療を中止した場合や以前に凍結した胚を使った治療のみを行った場合は上限 10 万円。

○不妊を心配したことがある夫婦は３組に１組以上、不妊検査・治療経験がある夫婦は 4.4 組に１組 
で、増加傾向にあります（第 16 回出生動向基本調査（国立社会保障・人口問題研究所）） 

○子供がいない方が希望の数の子供数を持たない理由として、「欲しいができない」「不妊治療にお金が 
かかりすぎる」などが上位を占めています(令和５年度広島県少子化対策・子育て支援に関する調査)
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不妊に悩む方への支援について
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不妊について心配したことのある夫婦の割合と、検査・治療経験

過去に検査・治療経験あり 検査・治療経験不詳 検査・治療経験なし 合計

1

（現状等①）不妊検査・治療経験

 〇不妊について心配したことがある夫婦の割合は、39.2％（３組に１組以上）
 〇実際に不妊の検査または治療経験がある夫婦の割合は、22.7％（4.4組に１組）
  →いずれも増加傾向

出典 第16回出生動向基本調査（国立社会保障・人口問題研究所）

3組に
1組以上

4.4組に
1組

実際に不妊の検査
または治療経験が
ある夫婦

（％）
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（現状等②）希望の子供数を持たない理由

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 12.00 

欲しいができない
不妊治療に対する身体的・時間的な負担が大きい

不妊治療にお金がかかりすぎる
自分やパートナー（配偶者）が高齢である

出産や子育て・教育にお金がかかりすぎる（将来的負担への不安）
出産・子育てする経済的余裕がない（現在の収入や資産が不足）
現在の生活で手いっぱい（出産や子育ての時間的余裕がない）

出産や子育てに関し自分やパートナー（配偶者）の健康面での不安がある
子供１人に充分なお金をかけたい

子供が増えることによる精神的負担が重たい
つわりや出産時の痛み、体調不良を経験したくない

これ以上自分の時間や余裕がなくなるのは嫌
自分の仕事(勤めや家業)に差し支える

パートナー（配偶者）との関係が良くない・子供を欲しいと思わない等
パートナー（配偶者）の家事・育児への協力が十分に得られない

住宅が狭い
パートナー（配偶者）が子供をほしがらない

住んでいる地域の保育環境が十分でない
住んでいる地域の医療機関が十分でない

子どもがのびのび育つ環境ではない（遊び場がないなど）
親や祖父母、親戚からの協力が十分に得られない

子育てに喜びや楽しさを感じない

0人予定している子供数０人
予定している子供数１人以上

出典 令和5年度広島県少子化対策・子育て支援に関する調査

〇 希望の子供数を持たない理由について調査を行ったところ、子供がいない人（「予定し
 ている子供数０人」の人）では、「欲しいができない」「不妊治療に対する身体的・時間
 的な負担が大きい」「不妊治療にお金がかかりすぎる」が上位であった。
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不妊検査・一般不妊治療に関する支援

いつ
から？

 平成27年度

どんな
支援？

【助成対象】
夫婦ともに不妊検査を受けた場合の、不妊検査・一般不妊治
療費の一部を助成

【助成額】
・自己負担の1/2、上限５万円
・保険適用の有無は問わない

【対象となる方】
・不妊検査開始時の妻の年齢が35歳未満
・どちらかが不妊検査を受診して概ね３か月以内にパート
ナーも不妊検査を受けた夫婦
・申請時に県内（広島市・福山市・呉市を含む）に居住の方
・所得制限なし、事実婚の方を含む

【助成回数】
１組の夫婦につき１回限り

実績は？ 【令和５年度】
助成件数 770件（前年度比114％）

保険適用外の
治療費も助成対象

ポイント

不妊検査を受ける
カップルを後押し※

ポイント

※令和５年度助成決定者アンケートより
 「助成があるなら不妊検査を受けてみようという気持ちになった」37％、「夫婦そろって検査するきっかけになった」23％

助成を活用するカップルが

増加中
（前年度比114％）

ポイント
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特定不妊治療（先進医療）に関する支援

いつ
から？

 令和４年度

どんな
支援？

【助成対象】
保険診療で実施される特定不妊治療等に併せて行われた
先進医療に要した費用

【助成額】
特定不妊治療又は男性不妊治療に併せて行われた先進医療又
は審議中の技術に要する自己負担額の合計の1/2
（上限５万円）

【対象となる方】
・治療期間初日における妻の年齢が43歳未満の夫婦
・申請時に県内（広島市・福山市・呉市を含む）に居住の方
・所得制限なし、事実婚の方を含む

【助成回数】
・１子につき６回まで（初めて助成を受けた際の治療期間初
日の妻の年齢が40歳以上の場合は、３回まで）
・助成回数は全額自費診療への助成と合算する

実績は？ 【令和５年度】
助成件数 1,705件（前年度比139％）

保険適用にならない
先進医療費をサポート

ポイント

自己負担の軽減だけでなく

治療の選択肢の拡大
にもつながる※

ポイント

助成を活用するカップルが

増加中
（前年度比139％）

ポイント

※令和５年度助成決定者アンケートより
 本事業を利用できることで、治療の選択肢が「広がったと思う」49％、「狭まらずに済んだ」44％
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特定不妊治療（全額自費診療）に関する支援

いつ
から？

 令和５年度
（令和５年度中の申請に限り、令和４年度分の治療もさかのぼって適用）

どんな
支援？

【助成対象】
 特定不妊治療（体外受精・顕微授精）又は男性不妊治療のう
ち、先進医療等を併用することにより、本来保険適用となる治
療も含め、全額自己負担となった治療に要した費用

【助成額】
・基本的な治療も含めて全額自費診療になった治療に要した費
用の7割と１回あたりの上限額を比較して少ない額
・上限額は、治療１回あたり30万円。ただし、採卵のみで治療
を中止した場合や以前に凍結した胚を使った治療のみを行った
場合は上限10万円

【対象となる方】
・治療期間初日における妻の年齢が43歳未満の夫婦
・申請時に県内（広島市・福山市・呉市を含む）に居住の方
・所得制限なし、事実婚の方を含む

【助成回数】
・１子につき６回まで（初めて助成を受けた際の治療期間初日
の妻の年齢が40歳以上の場合は、３回まで）
・助成回数は先進医療への助成と合算する

実績は？ 【令和５年度】
助成件数 315件

※１ 令和５年度助成決定者アンケートより
   本事業を利用できることで、治療の選択肢が「広がったと思う」29％、「狭まらずに済んだ」42％
※２ 不妊検査・一般不妊治療費及び特定不妊治療費（先進医療・全額自費診療）への助成に共通。

事実婚の方も対象、
所得制限なし※２

ポイント

自己負担の軽減だけでなく

治療の選択肢の拡大
にもつながる※１

ポイント
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相談・交流支援～広島県不妊専門相談センター

どんな
ことを
相談

できるの？

・子供が欲しいけどなかなか妊娠しない…
・不妊検査や治療について知りたい
・夫婦でしっかりと話し合えない
・仕事と不妊検査・治療の両立が難しい
・不妊治療をいつまで続けるか悩んでいる
・流産を繰り返すので不安
・検査・治療の費用や助成制度について知りたい など

どうやって
相談

できるの？

【電話相談】
 ０８２－８７０－５４４５
 月・木・土曜日10：00～12：30
 火・水・金曜日15：00～17：30（祝日・年末年始は除く）

【メール相談】専用フォームから送信してください
 24時間受付。原則１週間以内に返信します。
 
【オンライン相談】専用フォームから送信してください
 事前予約制、１回50分。
 第１土曜日13:00～15:00
 第３木曜日19:00～21:00（祝日・年末年始は除く）

【その他】
 心理士の面談相談や、妊活セミナー・妊活交流会も実施。
 詳しくは広島県不妊相談センター特設サイトへ。

実績は？
【令和５年度】
 相談件数 電話167件、メール136件、オンライン相談28件
 妊活セミナー２回、妊活交流会２回（福山市、三次市）など

無料・匿名
で相談できる

ポイント

専門資格※を持つ

助産師が対応

ポイント

※不妊カウンセラーや生殖医療相談士など

自分に合った方法
で相談できる

ポイント
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不妊に悩む方への支援に関する情報掲載サイト

広島県

不妊専門相談センター

相談・交流
するなら

広島県

ふたりの妊活
全力応援サイト

妊活のことなら

広島県公式サイト
（不妊・不育）

制度全般のことなら
助成申請するなら

▲メール相談予約
 専用フォーム

▲オンライン相談予約
 専用フォーム

▲広島県不妊専門相談センター特設サイト


